
文辞科学等科学韓捧振興調藍寅†若手研究者㊥自立的研究環境琵琶促進】垂荒事雲プログラム

筑波大学次代を担う若手大学人育成イニシアティブ
ご

⑳

肋如lお〃bwざ上eαervoH2
JRL‾td　‾－L f」1とこ圭ぎぎfr㌘盲贅芸才三一預が壱肴建策尋∫fま声毘抱きや一才ー最理研砲痢裏表蛮－‾＿三号－

、jli亘うぎ言j＿緩日東才藻痩衰転

200免Zタ発行

ユ．活動報告
1ノ若手イニシアティブ2009下田フェスティノVレ

日時：2（Xp年7月2日（木）～　3日（命

会場：下田臨海実験センター

7月2日・3日に下田臨海実験センターにて、若手フェスティノ労レ夏2009が

開催された。谷口俊介助教およびその研究室のメンバーが中心となって若手

研究者と支援室が企画し、本プログラムからは若手研究象研究員僧院補

助員、支援室職員、計25名が参加した。西田宏記教授（大阪大学）、笹倉靖

徳講師（筑波大学）による特別諦寅と、若手研究者および3月まで本プログ

ラムに在籍していた永宗喜ヨ矩主任研究員（国立感染師による13題の

口頭発表を行った。また、2日夜の懇親会ではセンター長の稲葉「男教隈を

はじめとするセンターの教職員や学生との交流を深めた。聴許者を含めた全

参加者は47名であった。

2ノセミナーb9年6月）
▽若手イニシアティブセミナ一

第刀回

日時：2（X汐年6月5日（金）14：00～

演者：藤原すみれ　博士任封と浮研究所植物科学研究センター）

演題：タンパク質の分解・安定化による高等植物の概日時計制御メカニズ

ム

会場：世鼓人　三浦謙治

3ノ業績b9年6月）
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日時：平成21年6月知日

場所：UhivedtyofCalifomia，LesAqgdes，CaliRmia，USA
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演題：英語ポスター発表「血道血血血血mofm0崩h頭mdlm血c

genesinvoIvdin血elet－7micrbRNA坤devdqpmentaltiming
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日時：平成21年6月24日～28日

場所：Univers吋OfCaJifomia．LDSA11gdes．Cbllfomia，USA

適塾鹿中太智義、嶋田美穂、久武幸司

平成21年度社団法人日本生化学会関東支部例会

演題：口頭発表恨岨結合タンパク質による転写調節機構の解析」

目時：2帥6年6月20日

場所：つくば国際会議場

Kem Miura
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演題：英語口頭胤m叫血血恒血血坪On粘め戯0血S鹿，
日時：2帥9年6月12日

場所：理化学酢殉諷横浜
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日時：2009年6月30日－7月4日

場所：馳触れUK

長谷川潤、杉本墜象山下美鈴、野口純子岡田理抄、鵜胤船越祐

司、馬場忠、金保安則

第61回日本細胞生物学会大会

演題：（口頭発表、ポスター）軸が叫血血帥血血1嘩
5－KinasesinMouseSJmtOgPl由S」

日時：2009年6月2－4日

場所：名古屋国際会議場

4　ノ外部資金獲得状況b9年6月）
田中健太

＜若手ステップアップ支援経費　2009年度（平成21年度）＞

「環境適応を担う遺伝子に働く自然選択の研究：シロイヌナズナ属野生

種を用いて」

（H2175万円）

田中健太

＜統計数理研究所共同利用　2009年度（平成21年度）＞

「シロイヌナズナ属野生種における、適応遺伝子の空間分布と環境勾

配」

（183千円）

田中健太

＜京郁大学生態学研究センター公募型共同利用事業（研究会）　2009

年度（平成21年度）＞

「ゲノムと生態系をつなぐ進化研究一環境変動・集団履歴・適応」

（20万円）



5　ノ　若手運営調整委員会よりお知らせ

○若手分子医学クラスシリーズ記録旬月）

▽がんの生物学クラス（担当：鈴木裕之）
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今後の予定

7／11、7／18、7／25

▽リガンド結合の定量的解析クラス（担当：Dami飢H濾）

第6回　6／6　＊Pracdcal：BundngⅦ∬OwnModdofTissueCultLqe＊

今後の予定

今期の「リガンド結合の定量的解析クラス」i弱≧て終了しました。

▽分子・細胞医学クラス（担当：長谷川潤）
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今後の予定

7／4、7／11、7／18、7／25

2．スケジュールb9年7月）
2日（木）－　3日（垂）

若手イニシアティブ2∝汐下田フェスティノVレ

＠下田臨海実験センター
2日（木）＿

夏季休業

6日（月）

大学院推麗人書式

9日　休）11：00～12：（氾

振興調整費合同会議＠総合研究棟Dl15

12日（日）－19日（日）

国際生物学オリンピック2（X汐

13日（月）15：00～

第30回若手イニシアティブセミナー＠下田臨海実験センター

15日（水）

大学院推薦人試合格発表

封日（金）

第1学期末卒業式　大学院学位記授与式

28日（火）－　30日（木）

大学説明会

3．事務連絡
○　委託業務成果報告書（冊子休日配布について

平成罰年度の報告が完了し、冊子体として若手研究室をはじめ、大学

本部、メンター等関係者に配布いたします。

○　契約電力を超える恐れのある場合の空所の停止について

施設部施設環境課より下記の通知がありました。

今年度の冷房期間は6月25日（木）から9月11日（金）となってお

りますが、夏季の電力負荷増大による契約電力超過のおそれが出てきた場

合に限り、日中のピーク時に各建物の空調を30分程度を目安として、適

宜停止させていただく場合があります。施設部で停止するのは集中管哩

の空調になりますので、個別空調を施設部で停止することはありませんが、

場合によっては個別空調も停止していただくように協力を要請する場合

があるとの事ですので、その場合は可能な限りご協力願いますとのことで

す。若手関係者の皆様、節電にご協力願います。

○　筑波大学薬物乱用根絶宣言について

学長により宣言されました。

6月26日の国際麻薬乱用撲滅デーを契機に＜筑波大学薬物乱用根絶

＞を宣言します。

学生諸君においては、今「度禁止薬物の危険性に留意し、健全な大学

生活を送ることを切望するとともに、未来の自分を守るために「ダメ。

ゼッタイ。」の普及に協力してください。

○　若潮赴任について

7月l日付で、人間総合科学研究科の野口恵美子先生が准教授として、

赴任されました。

○　赤平・鈴木副学長との打ち合せが行われました

6月8日（月）16：00より、赤平・鈴木副学長と「プログラム終了後

のテニュア・トラック制」について打ち合わせが行われました。若手関係

者は、白岩代表、添谷部門長、大根田部門良支援室より岩佐、研究推進

部より浅野跳戦略イニシアティブの松崎係長が出席されました。

○　戦略イニシアティブ（S）報告会が行われました

6月9日（火）11：00より、戦略イニシアティブ（S）報告会が行われま

した。平成20年度の若手イニシアティブの活動等の報告を白岩代表、溢

谷部門長、大根田部門長が行いました。

○　中間評価について

6月19日（金）に、中間評価書類をJSTに提出いたしました。

○　採択大学間連絡会について

6月30日（火）に、JSTホールにて採択大学間連絡会が開催されまし

た。筑波大学から、赤平副学長、白岩代表、浅野課長柿佐、大貫係長、松

崎係長、岩佐（遇が出席され他大学との意見交換が行われました。

地政地肌督励Ⅵ1日2［平成21年7月号】
編集・発行：若手研究御重委員会

＊当ニューズ・レターは、毎月1回定例会後に配信いたします。

連絡先：若手支援室

担当古堅hm群れ通血感＠皿加血ぬaadp


